
【学力向上フロンティアスクール用中間報告書 （中学校用）】

都道府県名 埼玉県

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

学校名 八潮市立八幡中学校

学 年 １年 ２年 ３年 特殊学級 計 教員数

学級数 ４ ３ ３ ０ １０
２２

生徒数 １３４ １１３ １１６ ０ ３６３

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

生きる力をはぐくむ学習活動の工夫
～基礎・基本学力の向上と発展的な学習のために～

２．研究内容と方法
( ) 実施学年・教科1

・全学年・全教科
学力向上は、全教職員の共通理解の下、全教科で計画的・継続的に取り組

むことにより図られるため。

( ) 年次ごとの計画2

生きる力を育む学習活動の工夫○テーマ
平 ～確かな学力の向上をめざして～

○研究の見通し成
次の３つの研究方針に基づき、研究、実践を積んでいけば、学び方、14

、 。年 考え方を身につけ 生き方を考える生徒を育成することができるであろう
＜八幡中の学力向上フロンティアスクールを推進する上で３つの研究方針＞度
（１）個に応じた指導法の工夫・改善と指導体制の確立
（２）地域人材の活用による学習意欲の向上と学びの機会の充実
（３）選択教科で既習事項の補充・深化
○研究内容・方法
（１）個に応じた指導法の工夫・改善と指導体制の確立

① きめ細かな指導で、基礎・基本や自ら学び考える力を身に付ける
・各教科で少人数指導・習熟度別指導など、個に応じたきめ細かな指
導を推進し、基礎・基本の確実な定着や自ら学び自ら考える力の育
成を図る。

② 発展的な学習で、一人一人の個性等に応じて生徒の力をより伸ばす
、 。・各教科で理解の進んでいる生徒は 発展的な学習で力をより伸ばす

③ 学習指導に生かす評価方法と評価計画を見直す
・授業後の自己評価や評価テストにより、わかりやすい授業の見直し
と基礎学力の定着を目指す。

・評価Ｃのついている生徒へ支援を行う。
（２）地域人材の活用による学習意欲の向上と学びの機会の充実

① 選択教科における地域人材の活用
・より専門的な見地から、学習活動を支援する。

② クローバータイム（総合的な学習の時間）におけるゲストティーチ
ャーとしての授業の充実
・課題設定や調査活動時に興味関心の高い学習教材を提供する。
・地域の施設を活用し、学びの機会を増やす。

③ 学生ボランティアの協力体制の確立
・各教科で学習支援により、わかる授業と学習意欲の向上を目指す。
・放課後の補習教室の実施により、授業の理解を援助する。

（３）選択教科で既習事項の補充・深化
① 補充的な学習の充実



・生徒の理解度に応じた学習教材の開発と支援の仕方の充実を目指
す。

② 発展的な学習の充実
・教科学習で興味関心を高めた学習内容の深化を目指す。

生きる力を育む学習活動の工夫平 ○テーマ
成 ～基礎・基本学力の向上と発展的な学習のために～

○研究の見通し15
年 ６つのキーワードを前提に、個に応じた指導法の工夫・改善と、学習意
度 欲の向上のための支援方法の確立を図ることにより、学び方・考え方を身

につけ、生き方を考える生徒を育成することができるであろう。
６つのキーワード＝生徒アンケートより
①少人数学習 ②体験的な学習 ③課題解決学習 ④習熟度別学習
⑤個別化、個性化学習（個別化→学習の進度を変える。 個性化→学習
の内容を変える ） ⑥適切な評価。

＜八幡中の学力向上フロンティアスクールを推進する上で２つの研究方針＞
（１）個に応じた指導法の工夫・改善とその確立を図る

・習熟度別学習、グループ学習等の少人数学習や、ティームティーチン
グ、個別化・個性化学習を通し、きめ細かな個に応じた指導を実践す
る。

（２）学習意欲の向上のための支援方法の確立を図る
・学習意欲を喚起するため、体験的な学習や問題解決的な学習、地域人
材を活用した学習方法を推進していく。

・授業後の自己・相互評価や個人カルテにより、個に応じた評価を推進
していく。

・学び方ハンドブック（生徒用シラバス）を作成し、生徒が見通しを持
ち、学習に取り組めるようにする。

○研究内容・方法
（１）個に応じた指導法の工夫・改善とその確立

・個に応じた指導を充実させるために、習熟度別学習とティームティー
チングを実施する。
教科（実施学年 ：数学（１．２．３年） 社会（３年））

英語（１．２．３年）
・毎日、学生ボランティア（文教大学）の支援を受け、学習でつまずき
を持つ生徒、発展的な問題に取り組んでいる生徒を対象に放課後スク
ールを実施する。 教科（実施学年 ：数学、英語（１．２．３年））

（２）学習意欲の向上のための支援方法の確立を図る
・選択授業により、生徒の興味、関心、意欲をそそる多くのコースを設
定し、補充的な学習、発展的な学習の充実を図る。
教科（実施学年 ：１年→３教科６コ－ス（数学、社会、英語））

（ 、 、 、２年→４教科４５コース 音楽 美術 技術・家庭
保健体育）

３年→９教科５７コース
・習熟度別学習・ティームティーチングにより、生徒個々に応じたきめ
細かな指導を実践し、補充的・発展的な学習を実施する。

・指導と評価の一体化を図り、評価規準に対応し、生徒のよさを引き出
し、やる気を起こさせ、どこをどう伸ばしていくかを重視した評価の
あり方を探求する。
① 評価を組み入れた年間指導計画（シラバス）の見直しを行うとと
もに、生徒用シラバス（学び方ハンドブック）の作成を行う。
９教科（全学年）
② 的確な評価を実施することをねらいに、生徒一人一人の評価の蓄
積のための評価資料（教員側・生徒側ともに）の作成を行う。９教
科（全学年）

③ 学習の成果を記載しただけの成績表で終わることなく、その後の
学習に有効活用できる学習カルテ的な成績表の作成を行う。
（全学年）
④ 評価Ｃのついている生徒へ支援を行う。

＊ より実態に即した研究にするために、研究主題・内容等を再検討し、昨
年度の中間報告書の内容を変更した。



生きる力を育む学習活動の工夫平 ○テーマ
成 ～基礎・基本学力の向上と発展的な学習のために～

○研究の見通し16
年 ６つのキーワードを前提に、個に応じた指導法の工夫・改善と、学習意
度 欲の向上のための支援方法の確立を図ることにより、学び方・考え方を身

につけ、生き方を考える生徒を育成することができるであろう。
６つのキーワード＝生徒アンケートより
①少人数学習 ②体験的な学習 ③課題解決学習 ④習熟度別学習
⑤個別化、個性化学習（個別化→学習の進度を変える。 個性化→学習
の内容を変える ） ⑥適切な評価。

＜八幡中の学力向上フロンティアスクールを推進する上で２つの研究方針＞
（１）個に応じた指導法の工夫・改善とその確立を図る

・習熟度別学習、グループ学習等の少人数学習や、ティームティーチン
グ、個別化・個性化学習を通し、きめ細かな個に応じた指導を実践す
る。

（２）学習意欲の向上のための支援方法の確立を図る
・学習意欲を喚起するため、体験的な学習や問題解決的な学習、地域人
材を活用した学習方法を推進していく。

・授業後の自己・相互評価や学習カルテにより、個に応じた評価を推進
していく。

・学び方ハンドブック（生徒用シラバス）を作成し、生徒が見通しを持
ち、学習に取り組めるようにする。

○研究内容・方法
（１）個に応じた指導法の工夫・改善とその確立

・個に応じた指導を充実させるために、習熟度別学習とティームティー
チングを実施する。
教科（実施学年 ：数学（１．２．３年） 社会（３年））

英語（１．２．３年）
・生徒一人一人に応じた教材開発の研究を推進する。
・毎日、学生ボランティア（文教大学）の支援を受け、学習でつまずき
を持つ生徒、発展的な問題に取り組んでいる生徒を対象に放課後スク
ールを開催する。 教科（実施学年 ：数学、英語（１．２．３年））

（２）学習意欲の向上のための支援方法の確立を図る
・選択授業により、生徒の興味、関心、意欲をそそる多くのコースを設
定し、補充的な学習、発展的な学習の充実を図る。

・習熟度別学習・ティームティーチングにより、生徒個々に応じたきめ
細かな指導を実践し、補充的・発展的な学習を実施する。

・指導と評価の一体化を図り、評価規準に対応し、生徒の良さを引き出
し、やる気を起こさせ、どこをどう伸ばしていくかを重視した評価の
あり方を探求する。
① 多面的な角度から数値化した評価、それをもとにした評定の割り
出し方、及び説明責任が果たせる評価・評定の研究推進を行う。９
教科（全学年）
② 生徒自らが振り返りができ、課題を見つけることができる毎時間
の自己評価票の活用方法の研究推進を図る。

③ 学習の成果を記載しただけの成績表で終わることなく、その後の
学習に有効活用できる学習カルテの有効な活用方法の研究を行う。
（全学年）
④ 評価Ｃのついている生徒へ支援を行う。
・生徒自らが計画的に学習ができるように、生徒用シラバス（学び方ハ
ンドブック）の活用に関する研究実践を推進する。



( ) 研究推進体制3

<平成１４年度校内研修推進組織＞

校長 教頭 フロンティア推進委員会（教務、研究主任、必修教科担当、
、 ）選択教科担当 総合的な学習担当

各教科部会 ⇒ 全体研修会

＜平成１５年度校内研修推進組織＞

校長 教頭 フロンティア推進委員会（校長、教頭、教務、研究正副主任、
３部長）

学力向上実践研究部 ～個に応じた指導、教材開発
（教科会） 評価、シラバス

学力向上支援研究部 ～学生ボランティア・地域人材
総合・選択教科、個人カルテ

学力調査研究・広報部 ～アンケート、ホームページ⇒
全体研修会

※ 全教員が学力向上実践研究部と他２つの研究部のいずれかに所属し、
２つ研究に携わる。

＊ より機能的な研究推進組織にするために再検討し、昨年度の研究推進組織を
変更した。

Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１．研究の成果

① 本校独自の学力・確かな学力のとらえ方を明確にし、研究計画・方法等、研
究の骨子を再検討することにより、全職員が研究の方向性や取り組みに対し共
通理解が図れ、スムーズに取り組むことができた。

② 授業研究の取り組みにより、少人数指導、個別化・個性化学習、体験的な学
習等、個に応じたきめ細かな指導に対する教員の意識改革が図られつつあり、
それを意識した授業展開が日常でも実践されるようになった。

③ 生徒に行った学習に関するアンケートにより、２．３年生ともに、昨年度に
比べ習熟度別学習の取り組みやすさについての回答が大幅に向上している。実
践の成果と考えられる。
＜学習に関する生徒アンケートより 年度別比較＞

平成１４年度２年生 平成１５年度３年生

アクラス全員で一緒に学習
イＴ・Ｔで学習
ウ習熟度で学習
エ体験的な学習
オ少人数のグループ学習
カ課題に対し一人で学習
キ基本を繰り返し学習
ク発展的な内容を学習

、 、 、④ 評価の重要性を教員が認識し 教員による日常の授業評価 テスト・提出物
作品での評価と、多方面から考えた評価を行うようになってきた。

⑤ 校内研修において、習熟度別の授業を全教員で授業診断したり、他教科とチ
ームを編成し相互に授業を参観・診断する等、指導法など他教科から多くのこ
とを学び取ることができた。

3 5 6 9 6

1 2 7 3 2 5

3 7 4 0 3 3

7 3 3 4 3

7 6 3 0 4

2 8 6 0 2 2

4 9 5 5 6

3 7 6 1 1 2

％

そう思う どちらともいえない そうは思 わない

3 6 3 1 4

4 1 2 5 5

5 5 1 3 3

7 2 9 3

7 1 1 2 8

2 9 3 5 1 5

5 1 2 5 1 1

5 7 2 1 3

％

そう思う どちらともいえな い そうは思 わない



２．今後の課題

① 授業研究を中心とした指導法の工夫・改善に重点を置いたが、横の連携が不
十分だったため、教科全体というより教員個の研究になってしまうことが多か
った。習熟度やティームティーチング等の実践を行っている教科では、横の連
携を取り、さらに深めていくことで、より効果的な授業になると考える。

② 個に応じた授業（２１世紀型授業）を実践するにあたり、生徒一人一人にあ
った教材を開発していく必要がある。

③ 一斉授業においては授業規律が最重要視されていたが、個に応じた授業にお
いても同様と考える。授業規律の定着を一層図っていく必要がある。

④ 保護者アンケートより、本校の取り組みを理解できている保護者と不十分な
保護者とに二分されている。保護者はもとより、地域・他校へさらに情報を発
信する必要がある（各種通信・会合、ホームページ等の活用と授業公開による
開かれた学校づくりの推進 。）

⑤ 振り返りと課題を見つけることができる毎時間の自己評価票の作成と有効な
活用方法の研究を推進する。

⑥ 多面的な角度から数値化した評価、それをもとにした評定の割り出し方、及
び説明責任が果たせる評価・評定の在り方の研究をさらに推進する。

Ⅳ 学力把握のための学校としての取組

＊ 生徒の学習状況の変容を捉えるために、定期的に行っている各種調査等
・生徒用学習に関するアンケート 実態把握・課題の追求 年１回４月実

施
・保護者用学習に関するアンケート 実態把握・課題の追求 年１回４月実

施

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

、 （ 、 、 、 ）＊ 研究会 説明会等の開催実績及び開催予定 日時 場所 対象 会の目的等
９月１７日（水） 個に応じた指導法授業研究会 本校 市内小・中理科教員

１０月２７日（月）～３１日（金） 神奈川県相模原市より県外研修 本校
１１月１２日（水） 研究実践発表会 本校 東部地区中学校教員、保護者

参加者 来賓・指導者２３名、学校参加者１２９名、
保護者５１名、学生ボランティア２２名

１１月１９日（水） 茨城県岩井市校長会視察 １３名 授業参観、研究報告
２月２０日（金） 宮城県塩竃市立玉川中学校視察 ２名 授業参観、研究報

告

＊ 研究成果普及のためのＨＰ作成、パンフレット作成等の実績（学校としての
創意工夫を含む）及び今後の予定
６月２８日（土） ＴＶ埼玉「サタデースクール９３０」にて本校研究実践紹

介 テーマ：学力向上をめざして
９月 １日（月） ホームページの開設

１９日（金） 埼玉教育９月号にて実践報告掲載
１１月１２日（水） 実践研究報告書・公開授業指導案配布
１月 ９日（金） 埼玉県教育公務員弘済会報にて研究実践紹介
１月２３日（金） 日本教育新聞 にて本校研究実践紹介Frontier Spirit
２月１０日（火） 生徒用シラバス（学び方ハンドブック）完成

来年度生徒配布予定
３月３１日（水） 研究紀要別冊完成予定（発表会以降の取り組み）

＊ フロンティアティーチャーとしての研究成果普及のための活動実績又は予定
実践研究報告書の企画・作成、上記広報誌への執筆活動を行った。

＊ 研究成果の普及活動の成果（他校への反響等）等
＜実践研究発表会時の学校参加者の意見・感想より抜粋＞
・自校の課題をしっかり見つめ、その解決に向けて全教職員で取り組んでいる
姿がよくわかった。生徒の実態からスタートし、学力向上のための６つのキ
ーワードの割り出し、実践、そして生徒の変容につながっていると感じた。
・研究の内容がよく整理され 「学力」が何であるかとても理解しやすくまと、
められていた。研究の方向性が見え、何を取り組めば学力向上につながるの



か共通理解ができ、組織的に研究が推進されている。
・授業公開時、地域の方や学生ボランティアの活用に工夫が見られ、大変参考
になった。

◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 １５年度からの新規校 １４年度からの継続校⁄

【学校規模】 ３学級以下 ４～６学級
７～９学級 １０～１２学級⁄
１３～１５学級 １６学級以上

【指導体制】 少人数指導 Ｔ．Ｔによる指導⁄ ⁄
その他⁄

【研究教科】 国語 社会 数学 理科⁄ ⁄ ⁄ ⁄
外国語 音楽 美術 技術・家庭⁄ ⁄ ⁄ ⁄
保健体育 ｖ その他⁄

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 有 無⁄


	Ⅰ 学校の概要
	Ⅱ 研究の概要
	Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
	Ⅳ 学力把握のための学校としての取組
	Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

